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令和３年度 宇都宮市立陽東小学校 学校評価書 

※ 網掛けのない部分が評価計画、網掛けの部分が評価結果を受けて記入する。 

１ 教育目標（目指す児童像含む） 

（１）「人間尊重」の精神を基盤とし、豊かな心の陶冶、自主性と創造性の伸長、体力・気力の充実を通し、

心身ともに健康で、たくましく生きる創造的実践力をもつ子供の育成を図る。 

（２）具体目標（目指す子供像）  ○思いやりのある心豊かな子       ○進んで学び創意工夫する子  

○元気で明るくがんばる子        ○きまりを守り責任を果たす子 

【合言葉】 元気なあいさつ(やる気)   だれにも親切（思いやり)   きれいな陽東(根気)  

２ 学校経営の理念（目指す学校像含む） 

〔学校経営のテーマ〕 「楽しく、心豊かで、魅力ある学校づくり」 

学校は、子どもたちが安心して学び合い、友達や教職員との関わりの中で伸びていける場である。また、教

職員にとっては、その専門性を発揮しながら協働し、同僚性を培っていこうとする場であるという観点から本

テーマを設定した。具体的には、どの子にも、どの職員にも居場所があり、一人一人のよさや可能性を互いの

関わりの中で伸ばしていこうとする学校であり、保護者・地域との関わりを大切にして、信頼と協力で結ばれ

た学校づくりを目指す。 

３ 学校経営の方針（中期的視点） ※「小中一貫教育・地域学校園」に関する方針は文頭に○印を付ける。 

（１）組織的に機能する学校 

・学校が組織的に機能するよう、「学校マネジメントシステム」や「教職員評価制度」等を活用し、様々な

立場からの経営参画意識を高めるとともに、教職員それぞれの個性や能力を発揮した職務が遂行される

ようにすることで学校力の一層の向上を図る。 

・「子供の健康・安全の充実はすべての教育活動に優先する。」ということを第一に考え、自他の生命を尊

重し、安全な学校環境を整備する。 

・特別支援教育の考え方や方法を生かし、個に応じた支援ができるように努める。 

（２）知・徳・体の調和のとれた「成長し続けるための基盤を培う」教育の実践 

・１人１台の端末環境を生かし、これからの学校教育を支える基盤的なツールとしてのＩＣＴの活用を始 

めていく。 

・基礎・基本を確実に習得させ、それらを活用する力を育成するとともに、目標をもち、自ら学ぶ意欲を

育む。 

・心の教育の充実により、自信や自己有用感、規範意識、思いやりを育成するとともに、たくましさを涵

養する。 

・生涯にわたって心身ともに健康で安全な生活を送るための資質や能力を育成する。 

○地域学校園の教育ビジョンを踏まえ、小中一貫教育の推進に努める。 

（３）教職員の資質・能力の向上 

・新学習指導要領の趣旨を具現化した授業実践に向け、指導力・授業力の向上を図る。 

・一人一人の学級経営力を高めるとともに、学年内の連携を図った指導を工夫する。 

・児童が「個別最適な学び」を進められるよう、学習内容の確実な定着を図る観点や、その理解を深め広

げる学習を充実させる観点からカリキュラム・マネジメントの充実・強化を進める。 

（４）○家庭・地域・社会と連携した社会に開かれた教育課程の実現 

・学校マネジメントシステムの公開や教育活動の広報を行うとともに、地域協議会や学校ボランティアと

の連携を図る双方向型の活動の一層の充実を図る。 

・保護者、地域、社会とのかかわりを重視し、体験活動の充実等を図る。 

（５）「働きがい」と「働きやすさ」を両立する働き方の推進 

・校務・事務の効率化と適正化のため、個々の業務の改善やＩＣＴの活用を推進する。 

・高い同僚性のもと、児童指導や学習指導の工夫改善が職員間で共有できるように努める。 

・教職員を目指すボランティアなどを積極的に受け入れ、魅力を体感してもらう。 

 

 

 

 

 

[陽東地域学校園教育ビジョン］ 

     地域の教育力を生かし、地域とのかかわりを通して、 

確かな学力の定着を図り、心豊かでたくましく生きる子どもの育成 
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４ 教育課程編成の方針 

本校においては、改訂された学習指導要領及び上述した学校経営目標、理念、具体策を具現化するために、

下記のような方針をもとに教育課程を編成し実施する。 

（１）教科等横断的な視点を踏まえ、各教科等の関連を年間指導計画に位置付けるなどしながら、教育内容や

時間の適切な配分に努める。 

（２）実施に当たっては随時その状況を評価し、児童の実態等に合わせて改善を図ることを繰り返すものとす

る。 

（３）校内外の人的、物的体制を最大限活用し、児童への教育効果を高める内容とする。 

 

５ 今年度の重点目標（短期的視点）※「小中一貫教育・地域学校園」に関する重点目標は文頭に○印を付ける。 

【 学 校 運 営 】 

・「楽しく、心豊かで、魅力ある学校づくり」 

【 学 習 指 導 】 

・「ＩＣＴ機器を活用し、主体的に課題解決できる児童の育成」 

         ～課題や目的に応じた１人１台端末の効果的な活用について～ 

【 児 童 生 徒 指 導】 

○「豊かな心をもち、自ら考え、適切な判断と行動ができる児童・生徒の育成」 

【 健康（体力・保健・食・安全）】 

 ・「進んで体を動かそうとする意欲をもち、自らの健康・体力の向上に励む児童の育成」 

―運動量が多く、楽しみながら体力が高められる教科体育・体育的行事の工夫― 

 

６ 自己評価（評価項目のＡは市共通、Ｂは学校独自を示す。） 

※「小中一貫教育・地域学校園」に関する方針・重点目標・取組にかかわる内容は、文頭に○印または該当箇所に下線を付ける。 

※「主な具体的な取組」の方向性には、Ａ拡充 Ｂ継続 Ｃ縮小・廃止、を自己評価時に記入する。 

項

目 
評価項目 主な具体的な取組 

方

向

性 

評 価 
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Ａ１ 児童は、進んで学習

に取り組んでいる。 

【数値指標】 

全体アンケートの「児童

は、授業中、話をしっかり

聞いたり、発表したりする

など、進んで学習に取り組

んでいる」 

⇒児童の肯定的回答 85％

以上 

 

① 基本的な学習態度・技能を身に付け

させるために、教師間での共通理解

を図るとともに、児童に「学習の約

束」を年度初めや学期初めに数回周

知し指導に当たる。 

 

② 児童の考えを引き出し深める発問

や板書を工夫し、自分の考えをもっ

て学び合える学習活動を重視する。 

 

③ 主体的・対話的で深い学びの実現に

向け、授業研究会や職員研修を実施

し、指導力の向上に努める。 

Ｂ 

【達成状況】 
・概ね達成できている。 
・タブレットを用いることで授業の幅が広がっ

た。 
・アウトプットを中心に行い、主体的な学びの

実現を目指した。 
【次年度の方針】 
・アウトプット型の授業や、問いかけを増やした

り、振り返りの時間を多く設けたりしていくこと

で、自分の力となるようにしていく。 
・振り返りの後に、自分の問いを持てるように

していく。 

 

Ａ２ 児童は、思いやりの

心をもっている。 

【数値指標】 

「児童は、誰に対しても、

思いやりの心をもって優

しく接している」 

⇒児童の肯定的回答 85％

以上 

⇒教職員の肯定的回答

85％以上 

 

① 登校班での登校や縦割り班での休

み時間の共遊、たんぽぽ学級との交

流等を通して、相手の立場を考えて

思いやる心を育てる。 

 

②体験と関連を図った道徳科の授業を

通して、生命や人権を尊重する心や、

人を思いやる心などを涵養する。 

Ｂ 

【達成状況】 

・児童の肯定的回答は 88.9％、教職員の肯

定的回答は 97.1％で目標値を上回った。 

・昨年度に比べて、異学年での交流を図る機

会を多くとることができ、思いやりをもっ

て生活できた。 

【次年度の方針】 

・昨年度に比べれば、異学年の交流を図る機

会を多くもてたが、中止になってしまった

ものもあるので、次年度も縦割班活動にお

ける共遊・清掃活動の交流を継続し、深めて

いきたい。 
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Ａ３ 児童は、きまりやマ

ナーを守って、生活を

している。 

【数値指標】 

全体アンケート「児童は、

きまりやマナーを守って

生活をしている。 

⇒児童の肯定的回答 85％

以上 

 

① 規範意識や社会生活上のルールを

尊重する態度を育てるため、「陽東

小の児童の一日」を各教室に掲示し

日常的に指導を行う。 

 

② 基本的な生活習慣を身につけさせ

るため、隔週で生活目標を設定し、

生活当番を中心に全職員で指導を

行う。 

 

③ 「陽東小の合い言葉」をもとに、児

童が相互に認め合う場や教師が称

賛する機会を多く設け、意識付けし

ながら実践意欲を高める。 

Ｂ 

【達成状況】 

・児童生徒の達成状況は、89.1％であり、昨

年度とほぼ同じである。「陽東ピカイチ賞」

を全校集会で表彰したり、陽東小の３つの

合言葉を定期的に意識づける機会を設けた

りしていることが、規範意識の向上によい

影響を与えている。 

 

【次年度の方針】 

・地域学校園全体で共通して取り組むべき

内容を精選したり、きまりの周知方法を工

夫したりして、規範意識をさらに高めてい

きたい。 

 

 

 

Ａ４ 児童は、時と場に応

じたあいさつをして

いる。 

【数値指標】 

全体アンケートの「児童

は、時と場に応じたあいさ

つをしている」 

⇒児童の肯定的回答 85％

以上 

① 登校班長会議や一斉下校での日常

的なあいさつ指導とともに、放送や

広報、さらに計画・集会委員会によ

る「あいさつ運動」を実施する。生

活目標の中にあいさつに関する目

標を頻繁に入れて、意識を高める。 

 

② 地域学校園で設定した「あいさつの

日」を設け、実施するとともに、保

護者への啓発活動を行い、学校・家

庭・地域が連携してあいさつへの意

識を高めていく。 

 

③ 時と場に応じたあいさつについて、

具体的な場面を想定させて指導す

る。 

 

Ｂ 

【達成状況】 

・児童の肯定的回答は 92.5％と昨年に比べ、

上回った。教職員や保護者、地域住民の肯定

的回答もすべて上がった。 

・新型コロナ感染症拡大の不安から大声を

出せなかったり、マスクをしていたりして

も昨年度と比べて、方法を変えながらあい

さつ運動ができたことが影響している。 

 

【次年度の方針】 

・生活目標にあいさつに関する目標を定期

的に掲げ、自分からあいさつする意識を高

める。 

・地域の方にも進んであいさつできるよう

に、高学年の児童を中心に指導をし、よい手

本を示せるような方法を考えていきたい。 

Ａ５ 児童は、目標に向か

ってあきらめずに、粘

り強く取り組んでい

る。 

【数値指標】 

全体アンケートの「私は、 

夢や目標に向かってあき 

らめずに、粘り強く取り組 

んでいる」 

⇒児童の肯定的回答 85％ 

以上 

① 児童の自己肯定感を高められるよ

う、児童相互に認め合う場を多く設

けるとともに、担任も認め励ます指

導に努める。 

 

② 各教科の授業や各種検定等におい

て、児童が目標をもって取り組む機

会を設けるとともに、目標の達成に

向けて努力している児童を称賛す

る。 

 

③ 道徳の授業において、目標をもって

粘り強く取り組むことの大切さに

気付かせるとともに、実践に向けた

意欲を高める。 

Ｂ 

【達成状況】 

・児童の肯定的回答は 91.8％で、昨年に比

べ 2.8％高くなり、目標値を上回っている。 

・昨年よりも、学校行事を行うことができた

ので、めあてをもって取り組む活動の機会

を多くもてた。 

【次年度の方針】 

・行事だけではなく、各教科の授業において

も、目標を明確にし、児童が目標を意識し

て、毎時間取り組めるようにする。 
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Ａ６ 児童は、健康や安全

に気を付けて生活し

ている。 

【数値指標】 

全体アンケートの「児童 

は、健康や「安全に気を付 

けて生活している」 

⇒教職員の肯定的回答 

90％以上 

⇒保護者の肯定的回答 

85％以上 

① 児童が自分の健康に関心をもち、自

ら健康に気を付けて生活できるよ

う、体育、学級活動等の教科を中心

とし、児童会活動や学校行事と関連

させながら、運動・保健指導、及び

日常の生活指導を行う。 

 

② 学校給食と教科等との関連を図っ

た指導のもと、栄養のバランスのと

れた食事や望ましい食習慣の形成

を図る。 

 

③ 自らの命を守る行動力を育成する

ため、日常における安全指導を充実

するとともに、交通安全教室、避難

訓練等を計画的に実施する。 

Ｂ 

【達成状況】 

・教職員の肯定的回答が 100％、保護者 

93.0％と、目標値を上回った。 

・業間休みや昼休みには、積極的に活動し 

ている児童が多く見られた。 

・移動教室が行われるごとに、マスクの着 

用・消毒や手洗いなどを徹底して指導し、児 

童も意識して感染予防に努めてきた。 

・校内では、図書とのコラボ給食、地域学校 

園統一献立（地元野菜を使った献立、郷土料 

理など）、好きな献立を選べるセレクト給食 

など、さまざまな視点から作られた献立が 

児童の興味を引き、食への関心を高めたよ 

うに思われる。 

・定期的な朝の立哨指導、一斉下校を実施 

し、１年間を通して、安全な登下校につい 

て、職員が指導に当たることができた。 

・交通安全教室や避難訓練なども、計画的か 

つ臨機応変に実施し、児童自身の安全への 

意識を高めることができた。 

【次年度の方針】 

・学校と家庭の間で、食育ファイルのやりと 

りを行う。また、長期休みなどによる家庭で 

の運動への取組や食育に関する啓発・促進 

等を通して、児童の体力・健康への保護者の 

理解を促し、関心を高める。 

・引き続き、換気や手洗いの呼びかけを行 

い、全校体制で感染症対策を講じながら教 

育活動に努めていく。 

・今後も、児童の健康・安全に関わる指導が

必要な場合には、適宜教育活動を見直し、指

導に当たる。 

Ａ７ 児童は、夢や目標を

もって、社会に貢献で

きるよう努力してい

る。 

【数値指標】 

全体アンケートの「私は、 

夢や目標に向かってあき 

らめずに、粘り強く取り組 

んでいる」 

⇒児童の肯定的回答 80％ 

以上 

 

① 宮・未来キャリア教育年間指導計画

に基づき、児童が自らのよさを自覚

して夢や目標の実現に向けて取り

組もうとする意欲や、望ましい勤労

観や職業観を、全教育活動を通して

育む。 

 

② ＤＶＤや書籍などの資料を活用し

て、児童が将来の夢や希望を描いた

り、実現に向けて努力したりする態

度を育てる。 

 

③ ゲストティーチャーによる「夢に向

かって」や地域の行事へのボランテ

ィアとしての参加等により、児童が

将来の夢や希望を描いたり、実現に

向けて努力したりする態度を育て

る。 

Ｂ 

【達成状況】 

・児童の肯定的回答は 91.8％で、昨年より

も 2.8％高くなり、目標値を上回った。 

・ゲストティーチャーによる出前授業の実

施をすることができたり、キャリアパスポ

ートを活用したりすることで、将来の夢や

希望を描く手助けとなった。 

【次年度の方針】 

・昨年度に引き続き、実施できなかった活動

が多いので、来年度はやり方等を工夫して、

児童にとって有意義な活動の機会を確保し

ていきたい。 

・キャリアパスポートをさらに有効に活用

していきたい。 
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Ａ８ 児童は、英語を使っ

てコミュニケーショ

ンしている。 

【数値指標】 

全体アンケートの「児童は

英語を使ってコミュニケ

ーションしている」 

⇒児童の肯定的回答 85％ 

以上 

① 外国語活動（英語活動）を通じて、

言語や文化について体験的に理解

を深め、積極的にコミュニケーショ

ンを図ろうとする態度を育成する。 

 

② 外国語活動（英語活動）に関する校

内研修などを実施し、指導力や英語

力の向上を図る。 

Ｂ 

【達成状況】 
・感染症対策で、児童同士が触れ合うような活

動的な学習を実施することが今年度は難しか

ったが、そのような状況の中でも、英語を積極

的に取り組むことができた。 
【次年度の方針】 
・今年度も取り組んだ内容を次年度も継続す

る。 

 

Ａ９ 児童は、宇都宮の良

さを知っている。 

【数値指標】 

全体アンケートの「私は、 

宇都宮の良さを知ってい 

る」 

⇒児童の肯定的回答 80％ 

以上 

 

① 生活科、社会科、総合的な学習の時

間の授業において、教科書や副読

本、映像資料等を活用し、学習内容

に関連させながら児童が身近な地

域や宇都宮市の良さに気付く指導

に努める。 

 

② 教師自身が宇都宮市の歴史、文化、

伝統産業、特産物等について理解を

深められるよう努める。 

Ｂ 

【達成状況】 

・児童の肯定的回答は 85.2％で、昨年より

5.2％高くなり、目標値を上回った。 

・今年度は昨年度に比べ、校外学習等の機会

をもつことができ、宇都宮の良さにふれる

ことができた。 

【次年度の方針】 

・校外学習等で宇都宮の良さにふれる機会

を引き続き設定していく。 

・5、6 年生は、総合的な学習の時間等で、

さらに「宇都宮学」の学習を充実させたい。 

Ａ10 児童は、ＩＣＴ機器

や図書等を学習に活

用している。 

【数値指標】 

全体アンケートの「児童 

は、ＩＣＴ機器や図書等を 

学習に活用している」 

⇒児童の肯定的回答 85％

以上 

⇒教職員の肯定的回答

90％以上 

 

① 児童が、ＩＣＴ機器に親しみ、適切

に活用する能力を育成できるよう、

授業において積極的にＩＣＴ機器

を活用する。 

 

② 各学年の授業内容との関連に配慮

した教育図書を充実させ、学校図書

館の環境整備に努める。 

 

③ 定期的な読み聞かせや読書の時間

の設定、すきま読書の習慣化などを

通して、児童の読書意欲を喚起す

る。 

 

Ａ 

【達成状況】 
・図書や一人一台端末を積極的に利用し、調

べ学習を行い、個別指導においても利用し、

適切に活用することができた。 

 

 

【次年度の方針】 
・児童が図書や一人一台端末を文具として、

使えるよう、一人一台端末を授業においてより

積極的に活用する。 

Ａ11 児童は、高齢者に対

する感謝やいたわり

の心をもっている。          

【数値指標】 

全体アンケートの「児童は

誰に対しても思いやりの

心をもっている」 

⇒児童の肯定的回答 85％

以上 

⇒教職員の肯定的回答

85％以上 

① 道徳科の授業や学習活動において、

感謝や相手を思いやる心を育む。 

 

② 授業や行事等において、地域の方や

高齢者と交流する機会を設け、感謝

や思いやる心を育む。 Ｂ  

【達成状況】 

・児童の肯定的回答は 88.9％、教職員の肯

定的回答は 97.1％で、目標値を上回った。 

・体験的な活動の機会をなかなか設けられ

ない中でも、道徳の授業を通して、豊かな心

の教育を目指す授業展開に努めた。 

 

【次年度の方針】 

・昨年度から、陽東祭や感謝の集い、高齢者

とのふれあいの活動の機会を設けることが

できていないので、内容を工夫して実施す

ることで、その機会を確保していきたい。 
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Ａ12 児童は、「持続可能

な社会」について、関

心をもっている。 

【数値指標】 

全体アンケートの「児童は 

環境問題や防災等の「持続

可能な社会」について、関

心をもっている」 

⇒児童の肯定的回答 80％

以上 

⇒教職員の肯定的回答

80％以上 

① 総合的な学習の時間における環境

教育等を通して、環境問題への関心

を高め、環境と調和しながら生きる

意識や態度を育成する。 

 

② ど根性ひまわりや過去の災害の具

体事例などから学ぶ機会を設け、防

災教育を充実する。 

 

Ｂ 

【達成状況】 

・教職員の肯定的回答が 82.4%、児童の肯 

定的回答が 87.4％と、ともに目標値を上回 

った。総合的な学習や社会科等の教科指導 

において、環境について触れながら指導し 

てきている。また、大きな災害への対応に 

は、事前指導、防災教育に取り組んできた。 

・毎年、ど根性ひまわりを提示し、校内で育 

てている。 

【次年度の方針】 

・引き続き、宇都宮市の打ち出している環境 

教育や防災などの方針について触れなが 

ら、学習指導や生活指導に取り入れて推し 

進めていく。 

 

Ｂ1 児童は、友達と仲良

く生活し、楽しい学校

生活を送っている。  

【数値指標】 

全体アンケートの「児童

は、友達と仲良く生活し、

楽しい学校生活を送って

いる」 

⇒児童の肯定的回答 90％

以上 

 

① 児童の小さな変化や様子を見逃さ

ないように多くの教職員の目で観

察し、情報交換を積極的に行う。 

 

② 「陽東タイム」での共遊の時間を確

保し、良好な友達関係を築けるよう

にする。 

 

③ Ｑ－Ｕ調査を分析し、学級経営に生

かす。 

 

④ 不登校傾向児童に関して、学校態勢

で対応する。 

Ｂ 

【達成状況】 

・児童の肯定的回答は 93.5％と昨年度とほ

ぼ同じ数値である。上級生が、休み時間や昼

休みに下級生に優しく接しているため、和

やかな雰囲気で学校生活を送っている。 

・Ｑ－Ｕ研修会では、学年ごとに討議が行わ

れ、今後の課題を確認し合って、日ごろの指

導に役立てている。 

 

【次年度の方針】 

・不登校傾向児童に関しては、細かい情報を

定期的に全職員で共有し、小さな変化に素

早く気付き、よりよい方向にいくよう進め

ていきたい。 

 

 

 

Ｂ２ 児童は、家庭学習に

進んで取り組んでい

る。 

【数値指標】 

全体アンケートの「わたし 

は、家庭学習に進んで取り 

組んでいる」 

⇒児童の肯定的回答 85％

以上 

① 家庭学習の習慣化を図るため、家庭

学習の時間や内容、方法等に関する

ガイドラインを全職員で共有し、指

導にあたる。 

 

② 学年に応じて自主学習帳を活用し

たり、家庭学習の記録を行ったり

し、教師がそれらに目を通し、認め

励まして継続できるようにする。 

Ｂ 

【達成状況】 
・児童の肯定的回答は昨年並だが、保護者の

肯定的回答は 12.1％下がっている。 
【次年度の方針】 
・保護者の肯定的回答が下がっているにも関

わらず、児童の肯定的回答は変わっていない

ので、家庭学習の時間や方法等などを保護者

にも示し、共通理解を図っていき、家庭と連携

を求めていく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目 

 

指 

 

Ａ13 教職員は、特別な支

援を必要とする児童

の実態に応じて、適切

な支援をしている。 

【数値指標】 

全体アンケートの「教職員 

は、特別な支援を必要とす 

る児童や外国人児童の実 

態に応じて、適切な支援を 

している」 

⇒教職員の肯定的回答

90％以上 

 

① 特別支援教育コーディネーターや

児童指導主任を中心に、全校で特別

な支援が必要な児童に関する共通

理解を図り、一人一人のニーズを踏

まえた支援を組織的に行う。 

 

② ユニバーサルデザインを意識した 

配慮を行うことで、教職員や児童の

合理的配慮への意識の向上を図る。 

 

Ｂ 

【達成状況】 

・教職員の肯定的回答は 91.2％である。教

職員が一人で問題を抱え込まずに、多くの

教職員が関わり、学校全体でよりよい支援

体制を築いていく必要がある。 

 

【次年度の方針】 

・特別支援学級の児童一人一人のニーズに

合わせ、新たな行事を考えながら、交流学級

での関わりを工夫し、よりよい方法を見つ

けていきたい。 
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す 

 

学 

 

校 

 

の 

 

姿 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ14 教職員は、いじめが

許されない行為であ

ることを指導してい

る。 

【数値指標】 

全体アンケート「先生は、 

いじめが許されないこと 

を熱心に指導してくれる」 

⇒児童の肯定的回答 80％ 

以上 

 

① 学級活動、道徳科の授業等を通し

て、人を思いやることや人権を尊重

することの大切さを指導するとと

もに、日常生活の中でいじめが絶対

に許されない行為であることを繰

り返し指導する。 

 

② 児童会が主体となった、「いじめゼ

ロ強調月間」の実施等を通して、い

じめの起こらない環境づくりに努

める。 

また「いじめゼロ強調月間」での学

校の取組を「児童指導だより」やホ

ームページ等で保護者及び地域住

民に周知する。 

 

③ いじめの早期発見、早期対応のた

め、いじめアンケートを年間４回行

う。（５・７・１０・１月） 

 

④ いじめの早期発見や的確な児童理

解のため、５、１１月に全児童を対

象に教育相談を行う。 

Ｂ 

【達成状況】 

・児童の肯定的回答は 95.2%と昨年度に比

べ、やや下回った。いじめについてのアンケ

ート調査を年 4 回行い、その後、必ず聞き

取りをしていることで、いじめを未然に防

ぐことができているものの、新型コロナ感

染症拡大の不安から遊びが制限されている

ことも影響していると考えられる。 

・教職員の肯定的回答も高く、教育相談等を

通して、児童の悩みを聞き、素早く対応して

いることが分かる。 

・保護者の肯定的回答が 81.8％で、昨年度

よりやや高くなった。「いじめゼロ強調月

間」での学校の取り組み等を保護者にも伝

えることができた。 

 

【次年度の方針】 

・昨年度に引き続き、「いじめゼロ標語」を

全校児童に募集して意識を高めさせる。 

・SNS 上のいじめを防ぐため、リーフレッ

トを配るだけでなく、自分たちでルールを

作り、守らせる。 

Ａ15 教職員は、不登校を

生まない学級経営を

行っている。 

【数値指標】 

全体アンケート「先生方

は、一人一人を大切にし、

児童がともに認め励まし

合うクラスをつくってく

れている」 

⇒児童の肯定的回答 90％ 

以上 

① 児童の自己肯定感を高められるよ

う、児童相互に認め合う場を多く設

けるとともに、担任も認め励ます指

導に努める。【Ａ５①再掲】 

 

② 教育相談、アンケート、Ｑ―Ｕ調査

等の結果を活用し、不適応傾向のあ

る児童の早期発見と不登校の兆候

や傾向の児童に係る情報の共有を

図る。 

Ｂ 

【【達成状況】 

・児童の肯定的回答は 96.6％である。保護

者の肯定的回答も 91.7％と昨年度と比べて

やや上がった。 

 

【次年度の方針】 

・各種アンケートやＱ－Ｕ調査のデータを

分析し、その情報を共有することで児童理

解を深め、学校での取り組みを HP 等で保

護者や地域住民に定期的に紹介していく必

要がある。 

Ａ16 教職員は、外国人児

童生徒等の実態に応

じて、適切な支援をし

ている。 

【数値指標】 

全体アンケート「教職員

は、特別な支援を必要とす

る児童や外国人児童の実

態に応じて、適切な支援を

している」 

⇒教職員の肯定的回 90％ 

以上 

① 外国人児童について全校で共通理

解を図り、必要な支援やニーズを踏

まえた支援を組織的に行う。 

 

② 児童が、互いの国籍や文化の違い等

を認め合い尊重しながら生活でき

るよう、日常的な指導に努める。 

 

③ 外国人児童の実態や家庭環境に応

じた日本語指導講師や学校ふれあ

い日本語教室、ボランティアの活用

を図る。 

 

Ｂ 

【達成状況】 
・教職員の肯定的回答が 91.2％で目標値を上

回った。 
・学校ふれあい日本語教室の先生が、毎週２

時間くらいこうしてくださり、ご指導をいただくこ

とができた。 
【次年度の方針】 
・児童の実態について、共通理解を図る場を

徹底し、実態に応じた指導ができるよう、家庭

との連携を図り、よりよい学校生活が`送れる

ように努める。 
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Ａ17 学校は、活気があ

り、明るくいきいきと

した雰囲気である。 

【数値指標】 

全体アンケート「学校は、

活気があり、明るく生き生

きとした雰囲気である」 

⇒児童の肯定的回答 90％

以上 

① 児童が明るく充実した学校生活が

送れるよう、諸活動を月ごとにバラ

ンスよく配置する。 

 

② 特別活動において、児童の主体的な

活動を重視するとともに、一人一台

端末を活用するなど、縦割り班活動

を可能な範囲で実施する。 

 

③ 授業や様々な活動を通して、教職員

が児童のよさや努力を認め励ます

指導を行う。 

 Ｂ 

【達成状況】 
・児童の肯定的回答が 89.3％で、目標値を若

干下回った。 
・今年も、生活の制限など今年も引き続き特別

な学校生活・学校での活動となり、状況に応じ

て工夫しながら今できることを実施してきた

が、変更が多く、肯定的回答が下回った。 
【次年度の方針】 
・実施することが難しかった行事や活動を工夫

しながら行い、児童の気持ちに寄り添いなが

ら、明るくいきいきとできるように努める。 

Ａ18 教職員は、分かる授

業や児童にきめ細か

な指導を行い、学力向

上を図っている。 

【数値指標】 

全体アンケートの「先生方

の授業は、分かりやすく、

一人一人に丁寧に教えて

くれる」 

⇒児童の肯定的回答 90％

以上 

① 分かる授業を目指し、授業研究会を

行ったり指導法について研修を行

ったりする。 

 

② 個に応じた指導の充実を図るため、

児童の実態を把握し、学習内容に応

じて少人数指導やＴＴによる指導

等を取り入れ、学習形態を工夫す

る。 

 

 

 Ｂ  

【達成状況】 
・コロナ禍ではあったが、対策を十分に行い、

本校の研究テーマに基づいた授業研究会を実

施することができた。また、研究を通して、児

童の学力向上並びに教員の指導力向上に繋

がった。 
【次年度の方針】 
・今年度取り組んだ内容を更に進めていく。 

Ａ19 学校に関わる職員

全員がチームとなり、

協力して業務に取り

組んでいる。 

【数値指標】 

全体アンケートの「学校に

関わる職員全員がチーム

となり、協力して業務に取

り組んでいる」 

⇒教職員の肯定的回答

90％以上 

① 教職員は、学校図書館司書、かがや

きルーム指導員、ALT、SC 等の専

門性を有する学校スタッフと、コミ

ュニケーションを図りながら連絡

調整を行い、業務の推進に努める。 

 

② 学校の諸課題への対応や、学校行事

の準備・運営等に、教職員が相互に

助け合いながら「チーム陽東」とし

て取り組むよう努める。 

 Ｂ 

【達成状況】 
・教職員の肯定的回答が 82.4％で目標値を下

回った。 
・チーム陽東として協力して業務に取り組んで

いるが、様々な状況に対応することが難しく、

十分な連携が取りづらかった。 
【次年度の方針】 
・それぞれの専門性を生かし合い、役割をきち

んと果たすことができるよう、「チーム陽東」ワ

ンチームとなって、児童の成長を育めるように

努める。 

Ａ20 学校は、教職員の勤

務時間を意識して、業

務の効率化に取り組

んでいる。 

【数値指標】 

全体アンケートの「学校

は、教職員の勤務時間を意

識して、業務の効率化に取

り組んでいる」 

⇒教職員の肯定的回答

80％以上 

① 教職員の業務の見直しと、学校図書

館司書、かがやきルーム指導員、

ALT、SC 等の専門性を有する学校

スタッフとの連携により、教職員の

業務の効率化を図る。 

 

② 学習情報システムをはじめとした

ＩＣＴを活用した各種システムを

効果的に活用し、業務を効率的に進

める。 

 

③ 校務分掌の見直しなど、業務の適切

な役割分担や効率的な実施、計画的

な処理に努め、教職員一人一人が、

勤務時間を意識しながら取り組む。 

 Ｂ 

【達成状況】 
・教職員の肯定的回答は、76.5％で、目標値

を下回った。 
・GIGA スクール構想一年目のため、試行錯

誤をすることが多く、業務の効率化を図ること

が難しかった。 
【次年度の方針】 
・今年度実施したことの蓄積をもとに、教職員

全員がチームとなり、業務の効率や質の向上

に努める。 



- 9 - 

 

Ａ21 学校は、「小中一貫

教育・地域学校園」の

取組を行っている。 

【数値指標】 

全体アンケートの「学校

は、小学校と中学校が連携

した「小中一貫教育・地域

学校園」の取組を行ってい

る」 

⇒保護者の肯定的回答

80％以上 

① 乗り入れ授業、教科分科会、6 年生

の進学先中学校訪問等を、ＺＯＯＭ

やビデオなどのＩＣＴを活用し、効

果的に実施する。 

 

② 学年だよりや学校だより、ホームペ

ージ等で、取組の状況を紹介し、広

報活動を積極的に行う。 

 

③ 地域学校園事務室や、学校一人配置

職員の分科会等を通して、学校園内

の相互支援体制を充実する。 

 Ｂ 

【達成状況】 
・保護者の肯定的回答が 80.1％で、目標値を

上回った。 
・乗り入れ授業が減ったり、各校との活動場面

が減ったりしてしまったが、教職員の連携は昨

年より行うことができ、連携を図ることができ

た。 
【次年度の方針】 
・乗り入れ授業や地域学校園内での活動をホ

ームページ等でさらに紹介し、充実した活動が

行えるように工夫する。 

Ａ22 学校は、地域の教育

力を生かした特色あ

る教育活動を展開し

ている。 

【数値指標】 

全体アンケートの「学校

は、家庭・地域・企業等と

連携・協力して、教育活動

や学校運営の充実を図っ

ている」 

⇒保護者の肯定的回答 85％

以上 

⇒地域住民の肯定的回答

90％以上 

① 心の交流を大切にしながら、学習ボ

ランティアコーディネーターなど

と連携を図り、ＺＯＯＭやビデオな

どのＩＣＴも活用するなど、可能な

範囲で、地域の人材を活用した教育

活動を行う。 

 

② 児童が人とかかわりながら、体験的

に学ぶ機会を充実させるため、保護

者や企業、地域団体等の協力を得た

授業を実施する。 

 

③ ＺＯＯＭやビデオなどのＩＣＴを

活用するなど、可能な範囲での、ゲ

ストティーチャーによる指導や地

域の行事へのボランティアとして

の参加等により、児童が将来の夢や

希望を描いたり、実現に向けて努力

したりする態度を育てる。     

 Ｂ 

【達成状況】 
・保護者の肯定的回答が 87.4％で目標値を上

回った。しかし、地域住民の肯定的回答は８８.

９％で目標値を下回った。 
・活動が制限されている状況により、地域の方

との活動が減少した。 
・学習ボランティアの方々の協力が、教育活動

の充実につながる場面が多かった。 
【次年度の方針】 
・社会状況に合わせた、できる方法でやれるこ

とをさらに連携・協力して行っていく。 
・ZOOM などの ICT を活用し、心の交流が図

れるように工夫していく。 

Ａ23 学校は、家庭・地域・

企業等と連携・協力し

て、よりよい児童の育

成に取り組んでいる。 

【数値指標】 

全体アンケートの「学校

は、家庭・地域・企業等と

連携・協力して、教育活動

や学校運営の充実を図っ

ている」 

⇒保護者の肯定的回答

85％以上 

① 早寝早起きや朝食をとること、あい

さつや言葉遣いなどについて、保護

者に呼びかけ、家庭と連携を図るこ

とで、望ましい生活の習慣化を図

る。 

 

② 心の交流を大切にしながら、学習ボ

ランティアやコーディネーターな

どと連携を図り、ＺＯＯＭやビデオ

などのＩＣＴも活用するなど、可能

な範囲で、地域の人材を活用した教

育活動を行う。【A22①再掲示】 

 

③ 児童が人とかかわりながら、体験的

に学ぶ機会を充実させるため、保護

者や企業、地域団体等の協力を得た

授業を実施する。【A22②再掲示】 

 

 Ｂ 

 

【達成状況】 
・保護者の肯定回答は 87.4％で、目標値を上

回った。 
・学校ホームページに、学校の状況や市や

県、文科省の考えなどを随時掲載することで、

共通理解することができ、保護者や地域の

方々の安心につながり・児童も安心、安全のも

と、学校生活を送ることができた。 
・社会状況で制限されることが多かったが、授

業参観や運動会など保護者の方々が児童の

様子を把握する場面ができた。 
【次年度の方針】 
・社会情勢を見極めながら保護者と地域と連

携し、さらによりより交流や学習に取り組める

よう努める。 
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Ａ24 学校は、利用する人

の安全に配慮した環

境づくりに努めてい

る。 

【数値指標】 

全体アンケート「利用する

人の安全に配慮した環境

づくりに努めている」 

⇒保護者の肯定的回答

85％以上 

⇒教職員の肯定的回答

85％以上 

① 毎月、各教室、特別教室、廊下、体

育館等を、チェック項目に基づく安

全点検を実施し、危険個所について

は、迅速な改善や修繕に努める。 

 

② 危機管理マニュアルを整備すると

ともに、避難訓練や引き渡し訓練等

を通して、火事、地震、竜巻、不審

者侵入の不測の事態の備えを万全

にする。 

 

③ 熱中症予防対策、インフルエンザ蔓

延予防対策など、時期に応じた保健

指導管理に努める。 
Ｂ 

【【達成状況】 

・保護者の肯定的回答は 93.1%と昨年に引

き続き、高い値を示し、目標値を上回ってい

る。 

・安全点検を月に１回行い、その都度目視に

よる確認や修繕依頼等を行ってきたこと

で、すぐに労務主事や機動班に改善・修繕・

確認等をしてもらうことができた。 

・避難訓練については、年度初めに共通理解

を図っている。感染症予防に努めながら、指

導を図ってきた。 

・養護教諭の衛生面への環境整備や職員・児

童への周知、共通理解の共有などにより、熱

中症対策や新型コロナウイルス等の感染に

関する予防意識が校内で高まった。 

【次年度の方針】 

・引き続き、手洗い・うがいや消毒、換気な

ど、感染症予防に向けた取組を徹底して進

めていく。 

・月に１回の安全点検を行うと同時に、改善

修繕箇所を見付けた場合には、すぐに管理

職に相談するように職員で共通認識を持

つ。 

・避難訓練については、今年と同様、状況に

応じて柔軟に実施していく。その際、不測の

事態に対する事前の指導を心がけ、繰り返

し行っていく。 

・健康や安全に関する学校での取組、校内研

修での様子を学校だよりや学年便り、ホー

ムページ等で保護者及び地域住民に周知

し、理解を求める。 

 

Ａ25 学校は、学習に必要

なＩＣＴ機器や図書

等を整えている。  

【数値指標】 

全体アンケート「児童は、

ＩＣＴ機器や図書等を学

習に活用している」 

⇒児童の肯定的回答 85％

以上 

⇒教職員の肯定的回答

90％以上 

①児童が、ＩＣＴ機器に親しみ、適切に

活用する能力を育成できるよう、授業

において積極的にＩＣＴ機器を活用

する。【A10①再掲】 

 

② 各学年の授業内容との関連に配慮

した教育図書の整備充実等、学校図

書館の環境整備に努める。 

         【A10②再掲】 

 

③ 定期的な読み聞かせや読書の時間

の設定、すきま読書の習慣化などを

通して、児童の読書意欲を喚起す 

る。     【A10③再掲】 

 Ａ 

【達成状況】 
・図書や一人一台端末を積極的に利用し、調

べ学習を行い、個別指導においても利用し、

適切に活用することができた。 

 

 

【次年度の方針】 
・児童が図書や一人一台端末を文具として、

使えるよう、一人一台端末を授業においてより

積極的に活用する。 
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本

校

の

特

色

・

課

題 

等 

Ｂ３ あいことば「元気な

あいさつ」を具現化する

活動に取り組んでいる。

【やる気】〔全〕 

 

【数値目標】 

全体アンケートの「学校は

あいことば『元気なあいさ

つ』を実現するためにあい

さつ運動などの具体的な

取組を行っている」 

⇒保護者の肯定的回答

85％以上 

 

① 放送・広報委員会等によるあいこと

ば週間（あいさつ運動）を行い、校

内あいさつの活性化を図る。 

 

② 校外でのあいさつの状況を把握し、

学級、登校班長会議、一斉下校など

の機会を捉えて指導する。 

 

 

 

 

 

 

 

Ｂ 

【達成状況】 

・肯定的回答は、94.1％で、目標値を上回っ 

た。新型コロナ感染症対策をしながら、でき 

る範囲であいさつ運動を行った。その結果、 

地域住民、児童の肯定的回答が昨年度より 

伸びている。 

（地域住民 100％、児童生徒 94.2％） 

 

【次年度の方針】 

・今後も引き続き、計画集会委員会を中心と 

したあいさつ運動を行い、「元気なあいさ 

つ」の実践を図りたい。 

・校内での取組を保護者に周知するために 

学校だよりやホームページなどで、掲載し 

ていく。 

Ｂ４ あいことば「だれに

も親切」を具現化する活動

に取り組んでいる。【思い

やり】〔全〕 

 

【数値目標】 

全体アンケートの「学校

は、あいことば『だれにも

親切』を実現するために、

親切カードの活用や、認定

こども園との交流などの

具体的な取組を行ってい

る」 

⇒保護者の肯定的回答

85％以上 

① 親切委員会によるあいことば週間

「親切の○○」を行い、全校で盛り

上げる。 

 

② 各クラスで友達の親切なところや

すごいところをカードに書く「あり

がとう・すごいねカード」に取り組

ませる。 

 

③ 幼稚園・保育園との交流、縦割り班

活動、地域の方との交流等、児童の

主体的な活動を推進する。 

 

④ 道徳授業の充実と人権教室の開催

と人権週間における啓発を行う。 

 

⑤ 特別支援学級との交流及び共同学

習や縦割り班活動を推進する。 

Ｂ 

【達成状況】 

・保護者の肯定的回答は 86.3%で目標値を 

上回った。親切委員会による「親切の宅配 

便」の取組が、肯定的回答につながったと考 

える。 

・「幼稚園との交流」ができなかったが、収 

束した際には、再開したい。「縦割り班活動」 

はできる範囲で実施できたので、次年度も 

できる範囲で活動していきたい。更に、特別 

支援学級と積極的に交流したことで、お互 

いに子供たちの心の成長が見られた。 

 

【次年度の方針】 

・来年度も道徳の授業を充実させると共に、 

いじめゼロ集会や人権週間の取組も継続し 

ていきたい。 

・今後も引き続き、あいことば週間の取組を 

充実させていく。 

Ｂ５ あいことば「きれい

な陽東」を具現化する活

動に取り組んでいる。

【根気】〔全〕 

【数値目標】 

全体アンケートの「学校

は、あいことば『きれいな

陽東』を実現するために、

ボランティア活動や地球

に優しい活動（学校環境

ISO）などの具体的な取組

を行っている」 

⇒保護者の肯定的回答

85％以上 

① 環境美化委員会によるあいことば

週間（美化運動）を行い、環境・美

化の意識を高める。 

 

② 全校落ち葉清掃活動、６年生の清掃

ボランティア、美化委員会の朝の昇

降口清掃等のボランティア活動を

推進する。 

 

③ 委員会によるグリーンカーテンの

設置等、地球環境を守るための活動

を行う。 

 

④ ふれあい班を中心としたプランタ

ーの管理や栽培活動を行う。 

Ｂ 

【達成状況】 

・保護者の肯定的回答は 91.7%で目標値を 

上回っている。 

・６年生の清掃ボランティアや環境美化委 

員会の清掃活動、あいことば運動は、あいこ

とばの「きれいな陽東」を実現するための役

割を果たした。 

 

【次年度の方針】 

・今後も「きれいな陽東」を具現化するため、 

環境美化委員会や飼育栽培委員会の活動を 

充実させる。 

・日ごろの清掃指導や全校落ち葉清掃、6 年 

生の清掃活動等から、児童のきれいな学校 

づくりの意識を高め、活動内容を学校だよ 

りやホームぺージに掲載し、周知していく。 
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〔総合的な評価〕 

※「小中一貫教育・地域学校園」に関する方針・重点目標・取組にかかわる内容は、文頭に○印または該当箇所に下線を付ける。 

 

７ 学校関係者評価 

〇教育活動全体について 

 感染症対策等のため，様々な活動が中止になったり制約されたりする中で、工夫して教育活動を行っていた。子供たちは

元気に学校生活を送っているようで安心している。 

○あいさつについて 

 登校時や下校時に明るく元気にあいさつができる児童がたくさんいる。あいさつが当たり前のように交わされる地域は，

犯罪も起こりにくく，防犯の観点からも安全性が高まると思われるので，取組を継続してほしい。  

 

８ まとめと次年度へ向けて（学校関係者評価を受けて）  

※「小中一貫教育・地域学校園」に関する方針・重点目標・取組にかかわる内容は、文頭に○印または該当箇所に下線を付ける。 

・今年度は、教職員が、一人一台端末を効果的に活用した授業の展開を積極的に行うなど、特に授業力の向上に努めてき

た。その結果、児童一人一人の学びに向かう態度の育成が一層なされてきており、各学力調査にもその成果が表れてい

る。今後さらに、保護者の理解と協力を得た家庭学習への取組の充実を図る。 

○感染症対策を講じながらも、さらに家庭・地域学校園・地域と連携を図った具体的な取組を進め、気持ちのよいあいさつ

ができる児童の育成に一層努めたい。マスク越しでも気持ちの伝わるあいさつができるよう、道徳の学習においてあいさ

つの果たす役割の意識づけをしたり、あいさつを実践する場の設定や指導をしたりする。 

・「いじめ防止」や体罰の根絶に向けて、児童に対して年４回のアンケート調査と、その都度行う教育相談による早期対応及

び教職員の研修等を随時実施していく。さらに学校の行っている取組を保護者へ周知できるよう、「学校だより」「学年だ

より」「児童指導だより」等の発行やホームページの細かな更新に努め、情報発信の機会を多くし、その方法・内容の検

討・改善を図る。 

・「陽東小のあいことば」に合わせた取組を次年度も継続して行う。「陽東ピカイチ賞」等の実施により、自分の言動を定期

的に振り返ったり、よい行いを認め合ったりする機会も設け、児童の望ましい行動への意欲付けを図る。 

・教職員個々の業務の改善やＩＣＴの活用を推進し、校務の効率化と適正化を図る。  

１ 教育全体の状況 

・学習への取組に関する児童や保護者の肯定的な回答の割合は、昨年をやや下回っているものの、いずれも 90％を超える高い 

数値を示してる。また、教職員の肯定的な回答の割合は昨年を上回り、100％となった。学びへ向かう態度の育成が十分行わ 

れていると言える。今後、授業研究会や職員研修のさらなる充実により、指導力の一層の向上に努める。ただ、家庭学習への 

取組に関する肯定的回答の割合が、教職員は昨年度よりやや下回り、保護者は 10％以上下がっているので、保護者との連携の 

もと、家庭での学習習慣の定着を図っていきたい。 

・様々な制約のある中で、昨年度同様、児童はきまりやマナーを守って、落ち着いて生活することができていた。「陽東小の 

一日」や生活目標を教職員で共通理解し、同一歩調で児童への指導を行ったことや、「あいことば週間」を月１回実施し、学 

校全体で学校・学級づくりに取り組んできたこと、さらには「陽東ピカイチ賞」等で児童のよさを認め励ましてきたことに 

よる成果と思われる。 

・思いやりの心についての肯定的な回答は、いずれの対象者においても、昨年度を上回っている。感染症対策を講じながら、 

可能な範囲での交流活動の実施や、道徳科において豊かな心の育成を目指す授業展開に努めた結果と言える。いじめ対策につ 

いても、児童・教職員ともに肯定的な回答の割合が高い。年４回のアンケート調査と、その都度教育相談等を行ったことで、 

いじめを未然に防いだり早期に解決できたりした成果と考えられる。保護者の肯定的割合は昨年度を上回ってはいるものの、 

他の対象者よりは低い割合を示している。今後も、いじめ対策を強化していくとともに、それを保護者の方々にも周知する手 

立てを講じていきたい。 

○あいさつについては、肯定的な回答がいずれの対象者においても、昨年度を上回る結果となった。マスクの着用や大声を出 

すことを控えるなどの感染症対策を行いつつも、可能な範囲で「あいさつ運動」をはじめとした取組を行ってきた成果であ 

る。今後も、引き続き、家庭・地域と連携を図りながら、全校体制で取り組んでいきたい。 

２ 本校の特色について 

・「元気なあいさつ」「だれにも親切」「きれいな陽東」３つの項目で、肯定的回答が全て目標値を上回った。今年度も感染症対

策のため、学習面・生活面で様々な制約がある中、可能な範囲での取組や代替となる取組を行ってきた成果と言える。「陽東ピ

カイチ賞」の実施等により、自分の行動を定期的に振り返ったり、よい行いを認め合ったりする機会もあり、本校児童一人一

人に学校教育目標を受けた「陽東小のあいことば」がさらに浸透し、当たり前の行動となってきたと思われる。今後も、保護

者や地域住民の方々に具現化の取組をより一層理解していただけるよう努力していきたい。 


